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【公表番号】特表2011-519980(P2011-519980A)
【公表日】平成23年7月14日(2011.7.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-028
【出願番号】特願2011-503189(P2011-503189)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/24     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   3/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  65/48     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  70/06     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/24    ＣＥＺ　
   Ｂ３２Ｂ  27/04    　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ   3/12    　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｃ  65/48    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  67/14    　　　Ｇ
   Ｂ２９Ｋ 105:12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月30日(2012.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合構造体用の未硬化プレプレグ複合材料であって、
（ａ）少なくとも１層の繊維層と、
（ｂ）熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテ
ナシティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパ
ルプ０．０５～１０．０重量％とを含む、プリプレグを形成するために前記繊維層と組み
合わされた樹脂と
を含む未硬化プレプレグ複合材料。
【請求項２】
　請求項１に記載のプレプレグを含む硬化複合材料構造体。
【請求項３】
　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナシ
ティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパルプ
０．０５～１０．０重量％とを含む、複合構造体のための未硬化フィルム接着剤。
【請求項４】
　請求項３に記載のフィルム接着剤を含む硬化複合材料構造体。
【請求項５】
　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナシ
ティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパルプ
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０．０５～１０．０重量％とを含む、複合構造体のための末硬化液体樹脂または末硬化ペ
ースト樹脂。
【請求項６】
　請求項５に記載の液体樹脂またはペースト樹脂を含む硬化複合材料構造体。
【請求項７】
　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナシ
ティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパルプ
０．０５～１０．０重量％とを含むプレプレグ樹脂と繊維層を組み合わせる工程を含むプ
レプレグを製造する方法。
【請求項８】
　ハニカムサンドイッチパネルを製造する方法であって、請求項１に記載のプレプレグを
ハニカムの両面に取り付ける工程と、前記プレプレグを硬化させて、前記ハニカムサンド
イッチパネルを形成する工程とを含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　実施例１および比較例１からの試験クーポンを、温度および相対湿度が制御された試験
チャンバ内で流体浸漬に供することが可能である。浸漬の前後にサンプルを秤量する。重
量差は、吸収された流体の量を表す。流体バリアプレプレグフェースシートを含有するパ
ネルは流体進入がより少ない。一体式構造体からのクーポンをＡＳＴＭ５２２９に準拠し
て試験できる一方で、ハニカム構造体の場合、適する試験手順は、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ
　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　ａｎｄ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ，Ｖ
ｏｌｕｍｅ６（６），７３２、Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　１９９７におけるＣｉｓｅ　ｅｔ．ａ
ｌ．による「Ｍｏｉｓｔｕｒｅ　Ｉｎｇｒｅｓｓｉｏｎ　ｉｎ　Ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ　Ｃ
ｏｒｅ　Ｓａｎｄｗｉｃｈ　Ｐａｎｅｌｓ」に記載されている。
　次に、本発明の態様を示す。
1.　複合構造体用の未硬化プレプレグ複合材料であって、
（ａ）少なくとも１層の繊維層と、
（ｂ）熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテ
ナシティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパ
ルプ０．０５～１０．０重量％とを含む、プリプレグを形成するために前記繊維層と組み
合わされた樹脂と
を含む未硬化プレプレグ複合材料。
2.　上記１に記載のプレプレグを含む硬化複合材料構造体。
3.　ハニカムコアを更に含む上記２に記載の複合材料構造体。
4.　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナ
シティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパル
プ０．０５～１０．０重量％とを含む、複合構造体のための未硬化フィルム接着剤。
5.　上記４に記載のフィルム接着剤を含む硬化複合材料構造体。
6.　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナ
シティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパル
プ０．０５～１０．０重量％とを含む、複合構造体のための末硬化液体樹脂または末硬化
ペースト樹脂。
7.　上記６に記載の液体樹脂またはペースト樹脂を含む硬化複合材料構造体。
8.　熱硬化性樹脂と、少なくとも１種の硬化剤と、少なくとも３グラム／デニールのテナ
シティおよび０．０１～１００マイクロメートルの体積平均長さを有する繊維ミクロパル
プ０．０５～１０．０重量％とを含むプレプレグ樹脂と繊維層を組み合わせる工程を含む
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プレプレグを製造する方法。
9.　ハニカムサンドイッチパネルを製造する方法であって、上記１に記載のプレプレグを
ハニカムの両面に取り付ける工程と、前記プレプレグを硬化させて、前記ハニカムサンド
イッチパネルを形成する工程とを含む方法。
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